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「第２１ しやうむわけ」 

 

はじめに 

 これは、小学校の算数でもよく出そうな問題です。本文が読めれば割合に解くのはたや

すいかも知れません。本文にある解法の読み解きができなくても、現代の算数を使って独

力で解くのも面白いでしょう。が、独力で解いた後でもいいので、本文の解法の読み解き

はぜひお勧めしますので、チャレンジをしてください。 

 

１．「しやうむわけ」の問題とは 

 さっそく原文にあたってみましょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

まず問題文ですが、上の原文には明確な問題文はありません。それらしき文を取り出す

と、 

 しやうむわけ銀四百貫目を五人してわくるニ兄ノ取半分五男ノ弟とる 

故ニ二男三男四男ハ其相應ニさけよといふ時ニ 

でしょう。このままでは難しそうなので、現代文に直します。 

 しょうむ分けで、銀４００貫目を兄弟５人で分けます。その際に、長兄の取り分の半

分を五男が取り後は相応に取るとすると、５人の兄弟の取り分はそれぞれいくらずつ

になりますか。 

 こんな感じでしょうか。 
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 その答えが次に書かれていますね。 

   兄    取銀１０６貫６６６匁６分６厘 

二男   同９３貫３３３匁３分３厘 

三男   同８０貫目 

四男   同６６貫６６６匁６分６厘 

五男   同５３貫３３３匁３分３厘 

   五口銀合わせて４００貫目 

 

２．「しょうむ分け」を解くぞ！ 

 早速解法を見てみましょうか。読下し文と現代文で提示します。まず読下し文。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次が現代文。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １つ１つ現代文でみていきましょう。 

 銀４００貫を５人で割ると８０貫になり、これをしょうむ分けの法１５で割ると５３

貫３３３匁３歩３厘となります 

 銀４００貫を５人で分ける。つまり均等に分けると、 

  ４００÷５＝８０（貫）・・・・平均した一人分の取り分・・・三男の取り分のは

ず 
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 これを、「しょうむ分けの法１５」で割る 

  ８０÷１．５＝５３．３３３３３・・・・ 

 ここで「１５で割る」と書いてあるのですが、「１５で割る」と答えは「５．３３３・・・」

となってしまい、「５３．３３３３３・・・」にはなりません。そこで「１．５」で割

ってみたところ、本文通りの答えになった次第です。 

 これを二倍すると１０６貫６６６匁６分６厘となり、これは長兄の金です。右の５３

貫３３３匁３歩３厘は五男の取分の金です。 

  ５３．３３３３３×２＝１０６．６６６６６（貫） 

 さらに、 

 五人だから４で割って、１３貫３３３匁３分３厘とります。これが兄弟ごとに引いて

いくお金となります。 

  ５３．３３３３３÷４＝１３．３３３３３２５ 

            ≒１３．３３３３３ 

 長兄から順に引いていけば、長兄の半分が弟の銀になりますよ。 

 二男：１０６．６６６６６－１３．３３３３３＝９３．３３３３３ 

 三男： ９３．３３３３３－１３．３３３３３＝８０ 

 四男： ８０－１３．３３３３３＝６６．６６６６６ 

 

これで答えは求められたのですが、何か分かったような分からないような・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


